















　1992年 4 月から早稲田大学法学部専任講師となり、1995年 3 月から客員
研究員として Harvard Law School, East Asian Legal Studies に、さらに





究所長、2002年 2 月から法科大学院開設準備委員会委員長補佐、同年 8 月
からは開設準備委員会副委員長として法科大学院の設立に向けて尽力さ











なり、1978年 4 月に助教授、1983年 4 月に法学部教授に昇任した。助教授
であった1978年から1980年にかけてパリ第 2 大学において研究にあたら

























　笹倉先生は、海外での研究活動の豊かで、1979年 4 月から1981年 3 月ま
で西ドイツ・エアランゲン＝ニュルンベルク大学哲学部客員研究員（フム
ボルト財団奨学金）、1985年 9 月から1986年 8 月までイギリス・ケムブリッ
ジ大学法学部客員研究員、1990年 9 月から1991年 8 月までスタンフォード
大学ロースクール客員研究員（フルブライト財団奨学金）、1991年 9 月から
1992年 3 月までハーバード大学哲学部客員研究員（American Council of 























　戸波教授の海外での研究活動は、1989年 7 月から1991年 8 月までミュン
ヘン大学客員研究員、2000年 1 月から同 4 月までニューヨーク大学客員研
究員、2001年12月から2002年 4 月までアウグスブルグ大学客員教授、2007
年 9 月から2008年 8 月までミュンヘン大学客員研究員として長い年月に
わたっておこなわれた。
　戸波教授の研究業績は、違憲立法審査権に関する研究が柱の一つとなっ
ている。また人権保護に関する問題も深く論じられ、憲法を中心に据えた
様々な問題を論じる多数の論評がある。
　また、戸波教授は、日本公法学会、全国憲法研究会、日本教育法学会、
日米法学会、日独法学会、法政策学会に属して活動してこられた。
　浅古弘教授、鎌田薫教授、笹倉秀夫教授、戸波江二教授は、それぞれの
専門分野で顕著な研究業績を上げられ、また、教育の分野においても多大
の貢献をされている。これらの 4 教授が法学学術院を去ることは本法学会
にとって大きな損失である。私たちは、 4 人の教授のご退職の穴を埋める
べく一層の努力を重ね、その学恩に報いなければならない。 4 教授ともお
元気で退職後も研究を継続し、社会貢献にもあたられるとうかがってい
献呈の辞　　v
る。今後のますますのご健勝とご活躍を祈念し、今後とも法学会に対し温
かいご指導とご助言をお願い申し上げる次第である。
　　2018年 3 月吉日
 早稲田大学法学会会長
 江　泉　芳　信
